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「小学生の天文知識があぶない，理科教育の崩壊」

天文学会の２００４年秋季年会で，小学生の天文知識に関する調査結果が発表され，多くの新聞が

ショッキングな見出しを掲げました。新聞は 「 太陽が地球のまわりを回っている』との天動説が正，『

しいと答えた児童は，４割に達した。天文現象に対する小学生の知識や理解は危機的状況にあること

が調査で分かった 」と伝えています。。

現行の指導要領では，実際の観察をとおして月や太陽の動きを子どもたちにとらえさせています。

天体の運行を観察して得られる結論は，かつての人類がそうであったように「天動説」が自然です。

ジョルダーノ・ブルーノやガリレオの宗教裁判のが物語るように，人類は「地動説」を理解するまで

に長い年月を必要としてきたのでした。

子どもたちに「地動説」を知識として教え込めば，危機的状況（？）を脱することができるのでし

ょうか？

一方，現行指導要領は，知識の量や受験学力に代表されるはがれ落ちる学力ではなく，自ら学び自

ら考える力などの「確かな学力」の育成を目指しています。この「確かな学力」が子どもたちに育ま

れていれば，月や太陽の観察をとおして興味・関心をもった子どもたちは，自ら新たな課題をもち，

常識とも言える「地動説」という知識を獲得していくのではないでしょうか。

この天文教育に関わるニュースのとおり，学校週５日制，教科書の指導内容の削減等による学力の

低下が懸念されています。

そのような中，浅水小学校では，平成１４年度から学力向上フロンティア事業の指定を受け，研究

主題「学ぶ楽しさや喜びを感じ，確かな学力を身に付ける子どもの育成」の下，子どもたち一人一人

に「確かな学力」を身に付けさせる授業実践を重ねてまいりました。それらの実践をとおして，子ど

も一人一人の実態にきめ細かに応じながら，基礎・基本を確実に定着させ，さらに身に付けた基礎・

基本を生きて働かせる授業を構築していくことの大切さを身をもって感じ取った次第です。

この紀要は，浅水小の教職員が研究に３年間にわたり真摯に取り組んできた記録です。残された課

題も多々ありますが，本紀要をご高覧の上，皆様から忌憚のないご批正，ご指導を賜れば幸いと存じ

ます。


